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音楽科における低学年期での「体を動かす活動」の有用性
～知覚感受の深まりと実感を伴った理解をめざして～
北川真里菜
学習指導要領音楽編においては「音楽との一体感を味わい，想像力を働かせて音楽と関わることができるよう，
指導のねらいに即して体を動かす活動を取り入れること」が明記されている。音楽科の目標の一つ「曲想と音楽
の構造などとの関わりについて理解する」ためにも，体全体をつかって音楽を感じ取り，互いの動きを見てまね
てみたり， 自分や友達の動きを省みたりする過程で，要素の働きに気付きながら楽曲全体を味わって聴いたり，
表現したりすることで，より知覚感受が深まり，実感を伴った理解を促すことができるのではないかと考えた。
低学年の児童には，音楽を聴くと自然に体を動かしたり旋律を口ずさんだりするなど，音楽を感覚的に捉える
傾向が見られる。本稿では，低学年という発達段階を踏まえ，その特性を生かし，音楽科において効果的かつ継
続的に体を動かす活動を取り入れることの5つの有用性について明らかにした。
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1. 研究の目的
1 . 1 . 学習指導要領より
小学校学習指導要領音楽編解説第4章 2 内容の
取扱いと指導上の配慮事項内容の取扱いでは，体を動
かす活動について「児童が音楽を全体にわたって感じ
取っていくためには，体のあらゆる感覚を使って音楽
を捉えていくことが必要となる。」と明記されている。
低学年期における音楽的な特徴としては「低学年の
児童は，生活の様々な場面で音楽に親しんでいる。例
えば，友達の歌を聴いて一緒に歌い出したり，音楽に
合わせて体を揺らしたり，身の回りの音に輿味を持っ
て何度も繰り返し鳴らそう としたりする。また，遊び
に没頭する中で，体の動きに合わせて即輿的な旋律を
ロずさむ行為もよく見られる。」とあり， 「音楽を特徴
付けている要素や音楽の仕組みなど口感覚的に反応し，
音楽やその演奏の楽しさに気付くようにすることが重
要となる。」と，低学年という実態や特徴を踏まえ，音
楽科において体を動かす活動を取り入れることの重要
性について述べられている。
1. 2. 体を動かす活動の課題点
しかし， それと とともに「体を動かすこと自体をね
らいとするのではなく，例えば，音楽の特徴を捉える
学習を深めたり，思いや意図に合った表現を高めたり
するなど，指導のねらいに応じて効果的に取り入れら
れるように留意する必要がある。」とも記されている。
音楽科における体を動かす活動は，鑑賞だけでなく
表現活動においても多くの実践事例がある。しかし，
体を動かすこと自体がやや目的化されていることも少
なくない。
また，体を動かす活軌の従来の実践例や，教科書教
材の範疇による展開例では，飯泉(2012)によれば，「学
習指導要領の 〔共通事項〕ア（ア）音楽を特徴づけて
いる要素のうち『リズム』に反応した体を動かす活動
が大半を占める」ようである。
よって，本研究においては，
①ねらいと活動との整合性を高め，ねらいを達成する
ために活動を効果的に取り入れること。
② 「リズム」だけでなく複数の〔共通事項〕において
継続的に活動を取り入れること。
以上の二点に留意し，知覚感受を深め，実感を伴った
理解を促すために，体を動かしながら聴いたり，聴い
たことを体で表したりすることの有用性について探り
たVヽ゜
1. 3. めざす子ども像
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図1 めざす子ども像
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本研究では，図1のように，ねらいに即した体を動
かす活動を効果的かつ継続的に取り入れることで，韮
想と音楽の構造などとの関わりについて理解し，音楽
を聴いたり表現したりする子どもの姿をめざしている。
1. 4. 研究仮説
低学年時における音楽科授業において，学習
のねらいに即した体を動かす活動を効果的 ・継
続的に取り入れることで，知覚感受が深まり，実
感を伴った理解を促すことができるであろう。
2. 研究方法
本研究では，洪通事工釦を核とした学級の年間指導
計画（表1)を立て，すべての題材において鑑賞と表現
を関連付け，各〔共通事エ配を感じ取るに相応しい体
の動かし方を考えて取り入れることとした3
表1:〔共通事項〕を核とした音楽科の単元配列 (2年C組）
共
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3. 授業の実際
〔共通事項〕の拍・音高・呼びかけとこたえ・速度・
リズムを，体を動かしながらどのようにして感じ取っ
たのか， 5つの実践を記述する。
3. 1. 題材〈はくってなあに？〉
～手遊びなどの身体活動をとおして「拍」
を体全体で感じ取る～
はくってなあに？ 〔共通事叩拍
はくのまとまりをかんじとろう
I I 
＊歌唱 ＊鑑賞 ＊器楽2拍子・ 3拍子の童
謡を聴いて，拍のま
とまりを感 じて歌
托紅まとまりを感口又っ
て， 3拍子『メヌエッ
ト』， 2拍子『トルコ行
進を比較しで徳く。
拍のまとまりを感じ
取って3拍子『かっ
こう』を演奏する。つ。
（＊：体を動かす活動を取り入れた箇所）
歌唱の活動で，身近な童謡を楽しく歌った。その際
図2のようにして体全体を使って2拍子と 3拍子の違
いを比べる活動を取り入れた。
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図2:拍のまとまりを感じ取るための体の動き
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子どもを取り上げ，全体に紹介 図3 子どもから出た
し，みんなで試してみt;:, 動きの例
自由に体を動かすことで，子どもたちは，自然と強
拍を見つけ全身で音楽を感じようとしていt;:,
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図4 振り返りより
単に音楽を聴くだけで理解するのではなく，体を動
かす行為に結びつけることで，体全体で音楽を感じる
ようになった）
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3. 2. 題材〈音のかいだんをのぼろう〉
～ハンドサインをつかった身体活動をとお
して「音の高さ」を体全体で感じ取る～
音のかいだんをのぽろう！ 〔共通事叩音高頃律）
音の高さのちがいをかんじとろう
器楽＊歌唱
音の高さに気
を付けて『ド
レミの歌!
『かえるの合
唱』を歌う。
音の高さに
気を付けて
『かえるの合
唱』を
演奏する。
（＊：体を動かす活動を取り入れた箇所）
＊音楽づくり
音の高さを工
夫して音楽を
つくる。
＊鑑賞
音の高さの
移り変わりに
気を付けて
聴く。
ハンドサインをしながら『ドレミの歌』や『かえる
の合唱』を歌い，音程慇を養った後教師がヒ°アノで
音を出し，高い音では背伸びをしながら手を上に，低
い音ではしやがみながら手を下げる活動を行った。
その後『貴婦人の乗馬』 を聴きながら同じように
して体を動かした。
下記は，子どもの発言である。
れいこ：旋律Aは音がすぐに高くなったり低くなったり
して，ジャンプしているみたい。
りな ：馬がジャンプしてるところなんちゃうかな。
~;::1; ま；にゆ l' N I イ ~
らゆら～って。
子ども ：なめらか。
・ん三,.,
旋律Bでは，大
きく腕を回してい
る子どももいた。
「どう して回って
いるの。」と尋ね
ると，「旋律Bの
ふわ一つとした感
じを体でやってみた。」と 図5 旋律AO)f本の動き
言うので，みんなで試してみながら，旋律A・Bの音
の高さの移り変わりによる曲想の違いに気付けた。
低
?
低
ド上ミ五')_ーープ砂笠',ーと星］羞免J_?Jニ-~-'--~ーを出リ＿＿
凶~_t~6)見唸佐）聾ばし［をg—-----·------·------- ---- - ------------栓む".l_h'.~しこ？から又_:_、_1ー：：りしか』辺：t_ _ _ 
如 鸞厨l;f:哨‘尽｀迂代 1如 lだ）I九だ）し〖
雀虐⑭虹しかとを:.うかPこし立工土＼もしうか丑←
図6 振り返りより
「ジャンプしている感じ。」「ヒ°ョンヒ°ョンってなっ
ている。」 といった言葉は，耳で聴いているだけでは捉
えにくく，実際に体を動かしたことによって実感を伴
って出された言葉であったのではないかと感じた。
3. 3. 題材〈音楽でおはなし〉
～挙手・立つ・演奏・指揮などの身体反応
をとおして「よびかけとこたえ」を体全
体で感じ取る～
音楽でおはなし 〔共通事叩呼びかけとこたえ
よびかけとこたえをかんじとろう
＊鑑賞 ＊音楽づくり ＊歌唱歌唱 よびかけとよびかけと よびかけと よびかけと こたえを感じこたえに気を こたえを感じ こたえをつか 取って 『かく付けて 『かく 取って 『中国 って音楽を れんぽlをれんぽlを の踊り』を つくる。 歌う。歌う。 聴く。 ） 
（＊ 体を動かす活動を取り入れた箇所
『中国の踊り』をつかって，挙手したり，「よびかけ」
と「こたえ」の2つのグループに分かれて立ったり座
ったり演奏したり，前に出て全体を指揮したりしなが
ら12回音楽を繰り返し聴いた。
図7 「よびかけ」の部分で挙手をする子どもたち
図8 Aグ）I.,--プとBグ）レープに分かれ，それぞれ「よびかけ」
と「こたえ」で楽器を吹く真似をしながら立つ
下記は，振り返りでの子どもの言葉である。
立ったり座ったりしたら，よびかけのところってかわ
りばんこに何回も出てくるんやって思って，聴いてる
だけの時より，すごくよくわかって，よかったです。
呼びかけとこたえが順に出てくることは耳で聴いて
もわかるが，体を動かすことによって，その頻度や繰
り返しの面白さにも気付くことができ，「呼びかけ」て
「こたえ」 ている旋律をよ り確かに捉えられた。
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3. 4. 題材〈どんな小ぎつねさんかな〉
～歩く・ボールを使った身体活動をとお
して「速度」を体全体で感じ取る～
どんな小ぎつねさんかなつ〔共通事叩‘． 速度 翠a
そくどやきょうじゃくをくふうしてつたス工よう
＊鑑賞 歌唱 器楽
速度に気を付 歌靭内容に 歌詞の内容に
＊鑑賞
けて 『コナン 合った速度や 合った速度や
速度に気を付
テーマソン 強弱を工夫 強弱を工夫
けて 防嘩］と
グ』の2曲を し 『海とお し 『小ぎつ
地獄』償』 の
聴き比べる。 ひさま』を ね』 を演奏
2曲を聴き比
歌う。 する。 べる。
（＊：体を動かす活動を取り入れた箇所）
速度だけが異なる 2曲を比べ，拍に合わせて歩いて
みたり，輪になって拍に合わせてボールを回してみた
りした。
速度が速いと，ボールを急いで回さないといけない。
それに対して，速度がゆっくりの場合は，「いーち ・に
ー・さーん」と，拍の余韻や質感までもを感じ取って
隣の子どもにボールを渡す様子が見られた。
因9 輪になってポー ルを回す
以下は振り返りでの子どもの言葉である。
ゆっくりなきょくは，歩き方もほんとにそ一つと歩く。
速度が速くなると，走っているみたい。もっといろんな
きょくで，歩いてみたいなと思いました。
図10 振り返りより
3. 5. 題材〈リズムで大へんしん〉
～手拍子 ・歩く身体活動をとおして「リ
ズム」を体全体で感じ取る～
変奏を聴き，どのようなリズムがつかわれているの
かを考える際に，体を動かす活動を取り入れた。
第1変奏を聴いた子どもたちの反応は，下記の通り
である。
よしき： 2回おしている。
あん：いつきくんにつけたしで，同じ場所で，はねかえ
っている。
子ども ：場所っていうか，弾くところ。鍵盤）
もも：同じところを押さえておいて， うでを下上，下上
ってする。
れいか ：似ていて。普通はタンタンやん。先生が弾いた
のは，はねている感じ。
〈中略〉
教師：みんなが言っているのって，こういうことかな。
（リズムカー ドを提示する）
子ども：タッタタン，タッタタン・・・（リズムカー ドを見
ながら手拍子をする）
うんうん。これや。こういうこと！
感覚では捉えているが，最初はリズムの変化をうま
く言葉にできない様子であった。
そこで，使われていたリズムを手拍子でたたいてみ
ると，子どもたちから「言いたかったの，こういうこ
と！」と，納得する言葉が聴こえた。
更にリズムに合わせて歩いてみると，「このリズム，
スキップしているみたいや。」と， Dのリズムの特徴を
言葉でも表そうとしていた3
教師より単にリズムに関する知識を与えられるだけ
よりも，可視化されたリズムを自分たちで手拍子をた
たいてみたり，歩いてみたりすることで「だから，楽
しく踊っているきらきら星みたいなんだ。」と，リズム
自体の特徴や曲想への働きを実感できたようである。
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リズムで大へんしん ！ 〔共通事釦リズム
いろんな子ども犬にへんそうしよう
三喜／ご:三喜
（＊：体を動かす活動を取り入れた箇所） 図12 リズムカー ドを見て声に出しながら手拍子をする
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図13 リズムに合わせて歩く
その後の変奏2を聴く際や，第2次以降の友達の変
奏などを聴く際も， リズムを合わせて手拍子をしなが
ら音楽を聴いたり「先生。歩いてみたい。どんな感じ
がするのか。」と言ったりする子どもが増えた。
教師 ：どう して，歩いてみたいの？
かずき ：歩いたほうが，わかるから。
蜘而 ：何が？
のぶお ：なんか， リズムの感じが。
体を動かして聴くことの楽しさや効果を感じていた
ようである。
壬極うー『,"t見しカュ虹‘［などか'.tゞ郊払泌ーーーしれ紐〗!J.~1~-ーも____________ _________: ___ _ 
Iげ、＇）だ咄か咋 f:くtリス‘勺/-::-のれ/=-4>ぷ拿I
図14 振り返りより
4. 授業の考察
4. 1. アンケート結果より
5つの実践が終わった後， 2年C組(30名）において，
体を動かず活動に関するアンケートを実施した。アン
ケート結果は下記の通りである。
表2 アンケー ト結果①
体をうごかすことで音楽をたのしめましたか。
I とてもたのしい 24人 I ↑:::［い I
＊たのしくない： 0人
表3 アンケー ト結果②
体をうごかすことで音楽についてよくわかりましたか。
I とてもよくわかった 22人 I P!'Iナ： I 
＊かわらない： 0人
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アンケート結果より，以下の点が伺える。
①体を動かすことにより音楽を楽しく聴いたり表現し
たりすることができた。
②体を動かすことで，曲想と音楽の構造などとの関わ
りなどについての理解が深まることを，子ども自身
が自覚していた。
体を動かず活動が，子どもたちにとって，学習のね
らいを達成するうえで効果的であったことがわかる。
4. 2. 知覚感受の深まりが見られたか
各題材ごとに子どもたちが知覚感受を深め，各〔共
通事項〕を理解して次の学びへと活用していたことは，
以下の授業記録からもわかる。
題材〈リズムで大へんしん！〉第3時における，み
ゆきがつくった変奏を聴いた際の子どもたちの発言で
ある。
りさ：みゆきちゃんは，低い音にしていたと思います。
（＊音の高さに関する発言）
〈中略〉
ゆうた：へんしんアイテム（＊拍，音の高さ呼びかけとこたえ，
碑などの［西配釦釦のこと）あるやん。それを全
部吏ってて，よかった。
たかし：速度使ってないで。（＊速度に関する発言）
あい：私は，ひかりちゃんが呼びかけとこたえをつか
ってお話してるみたいにしていると思いまし
た。（＊呼びかけとこたえ．それをつかうことによる曲想に関
する発言）
〈中略〉
教師 ：みゆきちゃんのリズムは， どうだった？
（＊リズムの変化に目を向けさせるたぬか問いかけ）
子ども：（手拍子しながら）タタタタ・.。
ひとつの音楽を聴いて，それまでの学びを活用しな
がら様々な視点から音楽を聴き，子どもなりに分析し
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ていることがわかる。
〔共通事釦を，言葉だけでなく体全体で実感しな
がら理解したことによって，音楽を聴いたときに「音
の高さが..」と言いながら手で高さの上下を表したり，
「ここが呼びかけで・・」と言って呼びかけの部分で立
ってみたり，下線のようにリズムを手拍子で刻んだり
するようになった。
また，休憩時間にも，歌を歌いながらそのリズムに
合わせて歩くなど，授業で学んだことをつかって日常
生活においても体全体で楽しんでいる姿が見られた。
4. 3. 実感を伴った理解を促せたか
子どもたちは，最初は感覚的に音楽を聴きながら反
応して体を動かしている。思考を促し，実感を伴った
理解を促すためには，教師の問いかけが重要な役割を
担うことが実践をとおしてわかった。
以下は，題材〈何びょうしかな〉における『人形の
夢とめざめ』の鑑賞の際の記録である。
音楽が鳴り出すと， 3拍子を聴きとって，子どもた
ちは図2のような動きを始める。
しかし，音楽の途中で拍子が変わると，自然と子ど
もたちの動きもそこで変わったので，音楽を止めた。
教師：まさとくん，なんで急に動きが変わったの。
まさと：だって，さっきと違うから。
教師：何が違うの。
まさと：急に変わったから，困ってる。
子ども：速度が違う。
教師：もう一回そこをかけてみようか。
（再度聴いて体を動かす）
教師：1・2・3つてやってたのが，次はどうなった
のかな。
まさと：わかった。1・2・3つていうのが，途中か
ら合わんくなる。
たいし： 1・2になったんちゃう。
子どもたちは， 3拍子だった楽曲が途中で2拍子に
変わったことを体で表し，感じ取っていた。しかし，
それはこの時点では無意識的である。
下線部の教師の問いかけと立ち止まりがあることに
よって，自分の体の動きを省みることができ，拍子が
変化したことに気付くことができた。
子どもの無意識的な体の動きを手がかりに，思考を
促す発問や問いかけを工夫し立ち止まることで，子ど
もがその理由を意識的に音楽の中から探せるようにす
る。そうすることによって，単に知識を与えるだけで
ない， 実感を伴った理解を促すことができた。
5 成果と課題
アンケート結果からもわかるように，体を動かすこ
とによって， どの子どもも楽しみながら音楽を聴いた
り表現したりする活動に取り組むことができた。
体を動かず活動が，感覚的に音楽を捉えたり，音楽
を聴いて無意識に体を動かしたりする低学年期の子ど
もの実態や特徴に非常に適した活動であると感じる。
体を動かす活動を取り入れた実践をとおして，次の
ような効果が見られた。
(1)音楽と一体化することによる情意面意欲関心
の裔まり
(2)音楽の要素や構造などについて，実感を伴った
理解の促進
(3)無意識的な感じ方や気付きを自覚化
(4)他者の感じ方や気付きを目で捉えられることに
よる協同的な学びにおける学習の深まり
(5)指導者による子どもの学習状況の把握
このような効果によって，子どもたちの知覚感受を
深めることにつながった。
低学年の子どもたちは，語彙力にまだ個人差がある
ことがある。音楽を聴いたり表現したりして感じ取っ
たことや気付いたことを言葉で表すだけでなく，体で
表現する活動を取り入れることで，より一人一人の感
じ方や気付きを教師が見取れるようになるという，指
導者側の効果も感じ取れた。そこで見取れたことを全
体の場で教師が価値づけていくことによって，子ども
たちの知覚感受を深めていくこともできた。
ィ底学年期において体を動かず活動を多く取り入れる
ことによって，中・高学年においても前述のような効
果が十分に得られるであろう。
本研究では， 5つの実践をとおして，体を動かす活
動の有効性について明らかにすることができた。
しかし，本実践において取り入れた体の動きはまだ
ほんの一部である。今後は， リトミックにおける身体
表現などについて勉強し，様々な動きやアイテムを使
った動きの可能性についても探っていきたい。
本実践のように，低学年において体を動かす素地を
しつかりとつけたうえで，中・高学年においてもその
経験を生かして体全体で音楽を感じ取る実践を継続し
て行うことで，より知覚感受を深め，実感を伴った理
解へとつなげられるよう，更に研究を深めていきたい。
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